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緊急事態対策課 Ｘ

車を運転中の場合、でき

るだけ安全な方法で道路の

左側に停止させ、ラジオな

どの情報や周囲の状況に

応じて行動する。

運転中でないときは、

津波から避難するなど、

やむを得ない場合を除き、

車は使用しない。

やむを得ず車を使用する

場合や、災害発生後、引き

続き車を使用する場合は、

道路の損壊、信号機

の滅灯、道路上

の障害物など

に十分注意

する。

避難するときは、避難

する人や緊急自動車など

の妨げにならない場所に

駐車する。

その際、すぐに移動が

できる状態にしておく。

・ドアをロックしない

・エンジンは止める

・窓は閉める

・キーは分かりやすいところに

置いておく 急いで高台に避難しましょう

緊急地震速報は、地震の揺れが来る数秒から数十秒前に提供されるものです。

従って、その短い時間に身を守るための行動をしなければなりません。

◆ 非常点滅表示灯（ハザードランプ）を点灯し、周りの車に

注意を促しましょう

◆ 急ブレーキをかけずに、緩やかに速度を落としましょう

◆ 大きな揺れを感じたら、道路の左側に停止しましょう


